
向ヶ岡ファカルティハウス利用のご案内

向ヶ岡ファカルティハウス 
東京大学弥生キャンパス内
〒113-0032東京都文京区弥生1-1-1
Tel: +81-(0)3-5840-8495  |  Fax: +81-(0)3-5840-8496  |  内線:  81244  |  E-mail: info@mukougaoka-facultyhouse.com
www.mukougaoka-facultyhouse.com

フロントデスク
営業時間: 月曜-土曜 午前9:30:-12:00、午後1:00-6:00 (日曜、祝日、東京大学内休日は休業です。)
チェックイン時間: 午後2:00-午後6:00 / チェックアウト時間: 午前10:00まで
※午後6:00以降にチェックインなさる場合は事前にお知らせ下さい。 日曜・祝日・東京大学内祝日のチェックインはお断り致します。

バイリンガルのスタッフ常駐 、英語と日本語による施設内全てのご案内
コピー、ファックス受送信、お部屋やセミナー室の予約、貸し出し自転車、宅急便の受送、ドライクリーニング、アイロンセット、ドライヤー、自転車の貸し出し 

滞在型教員室予約方法
区分（使用できる方） 利用申込期間

1. 本学の役員及び教職員 2ヶ月前から14日前まで

2. 本学において研究教育に従事する国内の研究者及びその家族並びにセミナー室で開催される会合等に参加する者 4ヶ月前から14日前まで

3. 本学において研究教育に従事する国外の研究者及びその家族 6ヶ月前から14日前まで

4. セミナー室で開催される会合等に国外から参加する者（2項の者を除く。） 6ヶ月前から14日前まで

5. 研究教育その他の業務のため本学に来訪する者で、本学の教員または事務長等の紹介のある者 2ヶ月前から14日前まで

使用申込期間終了後に使用の申込みがあった場合は、その時点で空室がある場合に利用の申込みを受け付けることが出来ます。利用料が納付された
ことの確認をもって申込みの完了とします。日曜・祝日・東京大学内祝日のチェックインはお断り致します。一回の予約につき30日までの使用とします。30
日以上の使用希望の際はフロントデスクまでお尋ね下さい。申込方法:所定の使用許可申請書に所要事項を記入のうえ、ファカルティハウス事務室にて
お申し込み下さい。メールまたは、FAXでの受付けも行います。

宿泊室
客室総数:14(ツイン2部屋、シングル12部屋)、2階建て(建物入口および客室オートロック)全室禁煙、室内清掃3日毎(ゴミの回収は毎日)、コインランドリー
有り(24時間使用可)客室設備:アメニティ:  ベッド 、シーツ・枕カバー、バスタオル、フェイスタオル、バスマット、クローゼット、テーブルセット(ツインルーム
のみ)、冷蔵庫、歯ブラシ、シャワーブースまたはバスタブ、シャンプー、リンス、ボディーシャンプー、デスク、デスクランプ、エアコン、PHS (構内での内線連
絡限定)、ケーブルTV、ブロードバンドインターネット(有線)、時計(ライト付き)、電気ポット、ティーセット、ミニキッチン(ツインルームのみ)、バルコニー

Single A: 11.1 - 13.6 m  • 119 - 146 ft
Single B: 15.9 - 18.1 m  • 171 - 195 ft

Twin: 
30.5 m  
328 ft

2010年　宿泊料金
m² (1泊)

シングルA 11.1 - 13.6 ¥4,500

シングルB 15.9 - 18.1 ¥5,900

ツイン 30.5 ¥8,900

上記料金は消費税込みとなります。宿泊料金は一泊あたりの部屋
料金となります。料金は予告なく変更する場合がございます。ご
利用にあたっては、利用者資格、予約方法に関するポリシーをご
確認ください。

ご予約、お支払い
お部屋の確保には正式な使用許可申請書のお申込みと使用料
のお支払いが必要です。お支払い方法は現金、銀行振り込み、
海外送金、またはクレジットカードです。ご予約の際にお部屋の
タイプはお選び頂けますがお部屋番号はチェックインの際に
お伝えします。
 
キャンセル料について
チェックインの14～2日前まで＝合計宿泊料金の10%
チェックインの前日＝合計宿泊料金の20%
チェックインの当日またはご連絡なし＝合計宿泊料金の全額

指定時間後のチェックアウト(レイトチェックアウト)について
午前10時～午後2時＝1泊料金の50%
午後2時以降＝1泊料金全額

指定時間前のチェックアウト(アーリーチェックアウト)について
使用許可期間中のチェックアウトの場合は使用料の返還は出来ません。
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向ヶ岡ファカルティハウスは、2009年に東京大学創立130周年事業の一環と
して、本郷弥生キャンパス内の旧向ヶ岡学寮跡地に教職員の福利厚生及び
教育研究支援の目的で建設されました。




